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The geology of the basement of Mt．Fuji，central Japan，is inferred from the geology of the surrounding Misaka，
Tenshu and Tanzawa mountains．These mountains consist largely of rocks of the Middle Miocene Nishiyatsushiro and
Tanzawa groups and the Late Miocene to Pliocene Fujikawa Group，both of which were deposited primarily in
the deep sea environment．They contain volcanic rocks from the Izu-Bohnin arc which has been active since the early
Miocene up to the Present．The sea retreated from the area soon after the deposition of the Pliocene．
In the northwestern part of Mt．Fuji，there were submarine depositional channels connecting Tenshu Mts and the

eastern part of the Misaka Mts（the Tenshu-Mitsutoge Channel of the Lake Miocene and the Hamaishidake-
Katsuragawa Channel of the Pliocene）．A negative Bouguer anomaly zone along the northwestern foot of Mt．Fuji sug-
gests that sediment-filled channel zones exist there．
The southeastern part of the foot of Mt．Fuji，including the area of its summit，is probably underlain by the Tan-

zawa Group and quartz diorite bodies，as inferred from the adjacent Tanzawa Mts and from drilling data at the south-
ern slope of Mt．Fuji．
Beneath the southwestern foot of Mt．Fuji，the Pliocene Hamaishidake-Katsuragawa channel deposits and the Pleis-

tocene Kanbara Conglomerate are present，and they may extend eastward to the Ashigara area．
The Fujikawa-kako fault zone southwest of Mt．Fuji and the Kannawa fault on the south of Tanzawa Mts are

thought to not be connected directly with each other，but to be in en echelon arrangement．The Misaka and the Kat-
suragawa faults north of Mt．Fuji do not extend to the Tenshu Mts．Thus，Mt．Fuji seems to be constructed on an area
where no remarkable faults are present in the basement

１． 富士火山の基盤－あらまし
１‐１ 富士山の基盤とその位置
富士山の東側に丹沢山地，北側に御坂山地，西側に天守

山地があって，それらが富士の広い裾野を縁取っている．
その山々を構成している地層は，中新世－鮮新世の海に堆
積した地層と海底噴出の火山岩類である．それ以後この地
域が広く海に被われたことはない．したがって，富士火山
が噴出する前の新第三紀末には富士山の基盤地域は陸地に
なっていて，そこに中新世，一部鮮新世の海成層が広く露
出していたと思われる．
富士火山を囲むこれらの山地は，甲府盆地－巨摩山地，

富士川谷などとともに，地質学的には南部フォッサマグナ
と呼ばれている地域にある．富士山はその中央に広い面積
を占めてそびえている．
この南部フォッサマグナ地域はその北側（関東山地）と

西側（赤石山地）で四万十帯の堆積岩（古第三紀－白亜紀）
に接している．関東山地との間には藤野木－愛川構造線が，

赤石山地との間には糸魚川－静岡構造線がある．
この地帯の太平洋側には南海トラフ－駿河トラフが伊豆

半島に近づくと北へ湾曲して入り込んでいる．この南部フ
ォッサマグナを満たす地層は主に新第三紀の地層であっ
て，それより古い地層は露出していない．このように南部
フォッサマグナ地域は西南日本外帯（四万十帯）のさらに
外側（太平洋側）に位置している新生代後期の堆積地帯で
ある．
しかし，一方ではこの南部フォッサマグナ地域は，中新

世の初期から東日本島弧系の火山活動の場であった．その
火山活動は第四紀まで引き続き，富士火山を載せてさらに
南へ伊豆半島を経て伊豆・小笠原弧の島々に続く．このよ
うに富士火山の基盤地域は，西南日本弧の外帯の上に東北
日本－伊豆・小笠原弧の火山帯が重なっている地域であ
る．
以下，富士火山を囲む御坂山地・天守山地および丹沢山

地の地質を述べて，富士火山のよって立つその基盤の地質
を考えてみる．
なお，富士火山の火山斜面と山麓の高原の地域は広く富

士山（先富士火山群を含む）の火山噴出物に被われていて，
富士火山形成前の古い岩石の露出はない．このような富士
火山の噴出物に被われていて基盤の見えない範囲を，以下
では「富士山の基盤地域」とよぶ．
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図１ 富士山周辺の鳥瞰図（寺平 宏氏作成）．

図２ 富士山周辺の等高線地形図（竹内 章氏作成図に一部加筆）．

２． 富士を囲む山々の地質
２‐１ 概説
富士山の広い裾野は北－西側を御坂山地

－天守山地に囲まれ，東側では丹沢山地の
西端を被っている．富士山頂から眺めると
御坂山地と天守山地は，本栖湖付近で連な
って一つの北西に張り出した弧状山脈をな
している（図１）．御坂山地の東端には北
東に延びる西桂の谷が入り込んで以東の丹
沢山地を隔てている．丹沢山地の南側には
箱根火山，その西には愛鷹火山があり伊豆
半島に続く（図２）．
富士を囲む天守・御坂・丹沢の各山地は

厚さ１万mを越える新第三紀の厚層から
なっている．その地層は下部を占める主に
中新世中期の地層群と，上部を占める主に
中新世後期－鮮新世の地層群とに２大別さ
れる．
下部の層群は御坂山地の西八代層群や丹

沢山地の丹沢層群であり，上部の層群は天
守山地の富士川層群や丹沢山地北側の西桂
層群などである．図３はそれら地質の概略
の分布図であり，図４は富士周辺地域の主
な地層とその層序的位置・年代を示したも
のである．
下部の西八代層群と丹沢層群は本来同じ

時代のひと続きの地層群であり南部フォッ
サマグナ地域の全域に広く分布している．
それらが隆起して広く露出した部分が現在
の御坂山地と丹沢山地である．これに対し
て上部の富士川層群と西桂層群は富士川沿
いの低地（富士川谷）や桂川（相模川）の
谷沿いに主に分布している．天守山地の地
質は御坂山地と異なり大部分富士川層群で
ある．
地層の性質も下部層群と上部層群では顕

著に異なっている．火山岩類を別にすると
下部層群の堆積物は主に細粒の深海性の泥
岩である．これに対して，上部層群は主に
厚い礫岩と砂岩（主にタービダイト）であ
り関東山地などの当時の陸地（本州）に由
来した砕屑物を多く含む．火山岩の性質も
異なっている．下部層群の火山岩は主に玄
武岩と石英安山岩であり，上部層群は主に
カルクアルカリ質の安山岩である．
このように下部層群と上部層群の性質の

差異は顕著であり，そのころ（中新世中期
の終り頃，およそ１２Maごろ）に南部フ
ォッサマグナ地域の環境に大きな変化があ
ったことがわかる．海はその後もこの地域
にあったが第四紀になると沿岸部（足柄地
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域・蒲原地域）を除いてほぼ全域から海は去
り地域全体が隆起・陸化し，逆断層を伴う著
しい地層の変形が進行した．この第四紀にお
ける顕著な地層変形と隆起は，伊豆・小笠原
弧の北端部（伊豆半島）が本州と衝突あるい
は突入しているためであるとして説明されて
いる（Matsuda，１９７８；松田，１９８４a，b）
以下に，主な山地ごとに地層・構造および

地史を紹介する．
２‐２ 御坂山地
御坂山地は富士の裾野の北側にある東西に

長い山地である．南麓には河口湖，西湖，精
進湖，本栖湖があり，北麓は甲府盆地に下る．
山地の東部に三ツ峠山があり，その西に御坂
山，節刀ヶ岳・三方分山など１２００－１７００m
級の峯や尾根が本栖湖付近まで続く．以西で
富士川に向かって低くなるが，本栖湖の南西
方では高度を増して南北方向の天守山地に連
続する．
御坂山地は主に西八代層群の泥岩や火山岩

とそれらに貫入した石英閃緑岩類からなる．
山地の東端部，河口湖－三ツ峠山地域および
足和田山には富士川層群に相当する地層があ
り御坂山地の一部を構成している（河口湖累
層）．またその南東に接して西桂層群（富士
川層群上部に相当）が分布する．
御坂山地の変質した火山岩類などはかつて

御坂層と呼ばれていた（鈴木，１８８８）．その後
図４ 富士山周辺の主な地層とその年代の表．

G：層群，SG：亜層群

図３ 富士周辺山地の地質分布図． TAL：藤野木－愛川構造線 ISTL：糸魚川－静岡構造線
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それらと西八代地域の西八代層群（松田・水野，１９５５）と
の層序関係が明らかになり（片田，１９５６；水野・片田，
１９５８），現在では御坂山地の御坂層もそれに含めて西八代
層群とよばれることが多い．
（西八代層群）西八代層群は中新世中期の泥岩と火山岩
類を主とする厚い海成層である．その下底は露出していな
い．火山岩類には主に玄武岩の溶岩と石英安山岩質の軽石
質凝灰岩が多い（芦川累層など）．玄武岩溶岩には枕状溶
岩がしばしば発達して（高萩玄武岩など）精進湖付近や芦
川沿いの高萩付近の山腹斜面や沢底によく露出している
（島津・他，１９７６；天野・他，１９９５）．軽石質凝灰岩は泥岩と
互層し，水中噴火の火砕流堆積物（Fiske and Matsuda，１９６４）
もある．それらの噴出物を供給したと考えられる粗粒玄武
岩の岩脈や石英ひん岩（片田，１９５６）が泥岩や玄武岩をし
ばしば貫いている．
この層群からは Lepidocyclina などの大型有孔虫のほか，

泥岩からは有孔虫・放散虫・石灰質ナンノ化石を産する
（尾田・他，１９８７；Akimoto，１９９１；青池，１９９９）．浮遊性有孔
虫はN．８－N．９からN．１３の，石灰質ナンノ化石はCN４，
CN４‐５，CN５aの化石帯を示し西八代層群の上限の年代は
１１．９Maと考えられる（青池，１９９９）．最下位の古関川累層
と勝坂泥岩最下部の時代は１７．１－１４．９Ma程度であり，西
八代層群の最下部が１５Maより古い可能性を示している．
（河口湖累層）河口湖累層（真野・他，１９７７）は河口湖北
東岸から母の白滝付近－三ツ峠山に分布する火山岩礫をふ
くむ礫質の地層である．三ツ峠礫岩と白滝火山礫凝灰岩と
に分けられている．これらの地層は多くの雑多な火山岩礫
を含み，岩相的には富士川層群のしもべ累層の特徴をもち，
それに対比される（松田，１９７１，１９７２）．足和田山の礫質の
地層（足和田礫岩層，水野・片田，１９５８）も同様の特徴を
持ち，その続きである．
（西桂層群）西桂層群（福田・篠木，１９５２；真野・他，１９７７）
は下部の古屋砂岩層と上位の桂川礫岩層などからなる．古
屋砂岩層は下位の丹沢層群（都留層群，丹沢団体研究グル
ープ，１９７３）を顕著な不整合層で被っている．この層群の
分布の北西縁は桂川断層で限られ河口湖累層に接してい
る．古屋砂岩層からCN９化石帯（ほぼ８．５－５．６Ma）の
ナンノ化石を産し（青池，１９９９），その東方に分布する島田
泥岩（CN９，岡田，１９８７）と同様中新世後期である．
（芦川石英閃緑岩体）御坂山地の北東部に西八代層群の
玄武岩類を貫いて広く石英閃緑岩体（芦川岩体）が露出し
ている．南縁は藤野木－愛川構造線に限られているが，北
方では甲府盆地周辺で四万十帯を貫いている（徳和岩体）．
その貫入時代は１２Maごろ（黒雲母，K－Ar 年代，Sato，
１９９１）あるいは１１．３±０．４Ma（角閃石，Saito et al．，１９９７）
とされている．
２‐３ 天守山地
天守山地は富士のすそ野と富士川谷との間に立つ南北に

長い山地である．天守山地という名称は原田（１８８８）によ
るが，天子山地と呼ばれることも多い．この山地は北端で
御坂山地に続くが，ほぼ本栖湖以南を天守山地とする．山

地の北部に最高峰の毛無山（標高１９４５．５m）があり，そ
れ以南に天子ヶ岳や思親山のある稜線が富士川下流部の芝
川付近まで続く．山地東側の斜面はその下部を富士火山の
噴出物に埋められているが，山地の西側斜面は急勾配で富
士川谷へ下る．
この山地は当初（鈴木，１８８７，１８８８）全域が御坂層として

塗色されていたが，その後，東京大学，静岡大学，東北大
学などにおいて進級論文・卒業論文などとして部分的な範
囲の調査が断続的に行われた（Kudo，１９４８MS；加藤，
１９５５；工藤，１９５９など）．１９６０年代になって富士川谷の層序
が明らかになりこの山地はその北部（西八代層群）を除く
と大部分富士川層群中・下部（しもべ累層と身延累層）か
らなることが明らかになった（松田，１９６１）．また，山地内
の佐野川沿いの斑れい岩や石英閃緑岩体周辺地域の地質調
査が行われた（Yajima，１９７０；矢島・加藤，１９８０）．１９７０年
代以後，富士川団体研究グループ（１９７６），Soh（１９８６），
天野・伊藤（１９９０），松田（未発表）などで野外調査が行
われたが，この山地全域の５万分の１程度の詳細な地質
図は未刊のままであり，御坂山地・丹沢山地に比べて地質
調査が遅れている．
山地北部の毛無山－湯之奥付近以北の山地は富士川谷か

ら１５００m以上の高度差を持ち西八代層群の最下部（古関
川累層）まで露出する最大の隆起部であり，全山が火山岩
類などで構成されている．それ以南の天守山地主部は，褶
曲しながら繰り返し露出する富士川層群しもべ累層と身延
累層で占められている．両累層とも北東方（関東山地）に
由来する礫を多量に含む主にタービダイト性の砂泥礫互層
である．その中の厚い粗粒の礫岩層（丸滝礫岩層）がこの
南北性の山地の中央部（身延－猪之頭間）をほぼ東西に横
断して分布している．それは当時の海底チャネルの充填物
である（松田，１９５８，１９８４a；徐，１９８５；Soh，１９８６）．これら
の富士川層群中・下部層の時代は富士川沿岸での微化石調
査（尾田・他，１９８７；Amano，１９９１など）から有孔虫化石
帯N．１４－N．１７，すなわちほぼ１１．８－５．５Maと考えられ
る．なお，西桂地域の桂川礫岩はN．１９化石帯を含み丸滝
礫岩よりも時代が新しい．
これらの地層には安山岩・閃緑岩・斑れい岩などの小岩

体が岩脈状に頻繁にほぼ南北に迸入している．山地南端部，
稲子－芝川地域には浜石岳礫岩（富士川層群上部，N．１８
－N．２１化石帯，およそ５．６－２．０Ma）が分布し，東縁は
富士の噴出物に被われている．
富士川層群はこの山地の北部では西八代層群とともに北

東ないし東北東の軸を持って褶曲しているが（和平向斜，
しもべ向斜など，松田，１９５８など），佐野川流域など山地
南部では褶曲は北東－南西方向（内船背斜など，富士川団
研グループ，１９７６）ないし南北となる．両方向の構造は傾
斜不整合で接している所（富士川谷北端部）もあるが南の
天守山地では褶曲軸は北東－南西から南北になり両方向の
構造は天守山地では地域的に漸移するように見える（図
６，図７）．
２‐４ 丹沢山地
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丹沢山地は北側を桂川の谷に，南側を酒匂川の谷にはさ
まれた東西にやや長い山地である．山地の西部はその山地
高度を保ったまま富士の噴出物に被われる．
山地の地質構造は丹沢層群がつくるほぼ東西の軸を持っ

た大きな背斜構造であり，その南翼は地層が大規模に逆転
している（図５）．背斜の軸部には石英閃緑岩体が迸入し
ている．丹沢山・蛭ヶ岳・大室山・御正体山などのある丹
沢山地の主稜線は大部分この石英閃緑岩周辺の変質・硬化
した丹沢層群からなる．このように丹沢山地はその内部構
造と山地地形とがほぼ調和した構造性の山地である．
丹沢層群（Mikami，１９６１）は山地中央部南寄りに露出す

る石英閃緑岩体（滝田，１９７４）をその最下部層（塔ヶ岳亜
層群）が囲みその外側に上位の大山亜層群が重なる．山地
の北縁にはその上に煤ヶ谷亜層群がのる（島津・他，１９７１；
杉山，１９７６；丹沢団体研究グループ，１９７３；太田・他，
１９８６）．さらに，その上にほぼ桂川にそって西桂層群（本
間，１９７６）が分布する．丹沢山地の南部は背斜構造の南翼
にあたるが，丹沢層群は北傾斜（逆転）していてその一部
は角閃岩相までの変成作用を受けて結晶片岩となっている
（Seki et al．，１９６９；丹沢団体研究グループ，１９７５，１９７６；松
田，１９８６，１９９１）．また，その一部は石英閃緑岩によってホ
ルンフェルス化しているので，結晶片岩の形成は石英閃緑
岩の迸入以前（７Ma以前）であり，丹沢層群堆積以後の
この地域の強い沈降を示唆している．
丹沢層群は主に玄武岩質の火砕岩・溶岩から成る．凝灰

岩にはタービダイトの構造が認められ，時に浅海性の有孔
虫や珊瑚を含む石灰岩をはさむが，概して深い海底の堆積
物である．丹沢層群の堆積時代は石灰質ナンノ化石を調べ
た青池（１９９９）によると塔ヶ岳亜層群が１７－１６Ma，大山
亜層群が１６－１３Maである．石英閃緑岩の迸入時期は７
Ma（Saito et al．，１９９１）ごろである．
丹沢山地の南縁に神縄断層（松島・今永，１９６８；町田・

他，１９７５）があり，丹沢層群が足柄層群に接している．足
柄層群（Ito，１９８５；天野・他，１９８６；足柄団体研究グルー
プ，１９８６a，b；Soh，et al．，１９９８；Imanaga，１９９９）は，主
に礫岩と砂岩泥岩互層からなる更新世前期の海成層であ

り，丹沢山地由来の粗粒の火山岩礫や変成岩礫・石英閃緑
岩礫を多量に含み，丹沢山地の隆起を反映した堆積物であ
る．この足柄層群は鮮新世－更新世に丹沢山地の南側で沈
み込んでいたフィリピン海プレート上のトラフ充填堆積物
と考えられている．そのトラフは０．７Maごろ以後には埋
積され，現在強く変形し北縁で神縄断層に切断されている．
神縄断層はその東南で国府津－松田断層，さらに相模トラ
フ底のプレート境界断層帯に続くと見られている．

３． 富士周辺の古地理・地史
３‐１ 層序と時代区分
富士火山の基盤地域を含む南部フォッサマグナ地域の土

台は中新世前期から鮮新世に及ぶ海成層である．下部を占
める西八代層群・丹沢層群の堆積した時代はおよそ１７－
１１．８Ma（主に中新世中期），上部の富士川層群の堆積時
代はおよそ１１．８－２Ma（主に中新世後期－鮮新世）であ
る．それらの堆積した時代は図４に見るような５つの時期
に分けられる．すなわち，西八代時代は古関川期（中新世
中期の初期，有孔虫化石帯N．９かそれ以前，ほぼ１４．５Ma
以前）と常葉期（中新世中期，N．１０－N．１３，ほぼ１４．８－
１１．８Ma）に，富士川層群の時代はしもべ期（中新世後期
の前半，N．１４－N．１６，ほぼ１１．８－９Ma），身延期（中新
世後期の後半，N．１７，ほぼ９－５．５Ma）および曙期（鮮
新世，N．１８－N．２１，ほぼ５．５－２Ma）に分けられる．
各時期の地層とその年代的位置を図４に示す．この表は，

主に尾田・他（１９８７），岡田（１９８７），Ibaraki（１９８９），金
栗・天野（１９９５）・青池（１９９９）などによって示された微
化石年代によっているが，一部を筆者の野外観察によって
補ったものである．この層序表は松田（１９８９）の層序表と
ほぼ同じであるが，この表では古生物学資料によってしも
べ期の上限をほぼ９Ma，身延期の上限（＝曙期の始まり）
をほぼ５．５Maとした．
なお，以下では曙期の代わりに同義の浜石岳期を用いる

ことがある．曙累層に対比される浜石岳累層が富士の基盤
地域に直接して分布しているからである．また，丹沢山地
南側の主に更新世前期の足柄層群（長谷川・他，１９８６；

図５ 丹沢山地の南北断面概念図（松田，２０００）．
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Huchon and Kitazato，１９８４）の時代を足柄期として図４に
加えてある．
富士山周辺地域の古地理図はこれまでにいくつか作られ

ている（松田，１９７１；松田，１９７２；フォッサマグナ地質研究
会，１９９１；北 里，１９８７；Kitazato，１９９７；Akimoto，１９９１；Aki-
moto et al．，２００２など）．
３‐２ 西八代時代（中新世中期）
富士山の基盤地域を含む南部フォッサマグナ全域は西八

代時代には広い深い外洋性の海域であった．海域は北部フ
ォッサマグナの海につながっていて常葉期後期には Glo-

borotalia rikuchuensis（尾田・他，１９８７）や Chlamys kaneharai

（鎮西・松島，１９８７）を産し寒水系の影響下にあった．
御坂山地や丹沢山地での活発なバイモーダルの火山活動

は伊豆弧の背弧での拡大性リフトに伴うものと考えられて
いる（高木・他，１９９３；青池，１９９９）．
この時代の堆積物にはサンゴや大型有孔虫を含む浅海堆

積物が稀に含まれているので，火山体の一部は一時海上に
現れたこともあったと思われるが，概して地層は深海での
堆積物である．水深は大部分の海域で２０００mかそれ以上，
糸魚川－静岡構造線に近い西部地域ではおよそ４０００mと
推定されている（Akimoto，１９９１）．本州に由来する粗粒の
砕屑物はこの時代にはほとんど知られていない．
この時代の地層の厚さは数千mもあり，全域が厚い海

成層の堆積をもたらすような沈降域であった（御坂山地，
丹沢山地などの隆起地域の出現は後のことである）．
この時代には現在の赤石山地－関東山地の前面（太平洋

側）に伊豆弧を載せた海のプレートの沈みこみ境界があっ
た（松田，１９８９）．
３‐３ 富士川時代前期（しもべ期＋身延期：中新世後期）
富士川時代の前期はしもべ累層と身延累層が堆積した時

代である．御坂山地の南東縁にある足和田山礫岩（水野・
片田，１９５８）や河口湖累層（真野・他，１９７７；小松，１９８４）も
岩相の類似からしもべ期の堆積物であると考える（松
田，１９７２）．丹沢山地周辺ではこの時代の確かな地層は知ら
れていない．愛川層群は青池（１９９９）によるとCN９化
石帯（８．６－５．６Ma）に属する．
この時期になると天守地域でも御坂地域周辺でも地層の

中に関東山地起源の砕屑物があらわれる．しもべ累層や河
口湖累層（特に白滝火山角礫岩層）には各種の火山岩の砂
粒や礫がふくまれていて関東山地だけではなく御坂地域の
一部も浸食されるようになったと推定されている（松田，
１９５８，１９８４a；Soh，１９８６）．
また，この時期の地層は御坂山地－富士川谷北部でほぼ

東西の軸を持って褶曲しているが，地層の厚さは向斜部で
厚く背斜部で薄いという特徴をもち（松田，１９５８），東西性
の褶曲作用が進行していた．
図６にこの時期の堆積物の露出域と海陸境界線を示す．

海域は御坂地域の一部を除いてそれ以南の広い範囲に広が
っていた．その海の天守地域と御坂地域東南縁との間（現
在の河口湖－本栖湖南の富士のすそ野北西部）には，三ツ
峠－足和田山付近から天守地域にいたる海底チャネルがあ

って関東山地起源の礫が大量にしもべ期・身延期を通じて
天守－富士川地域へ運ばれた．このチャネルの充填堆積物
は顕著に厚くそれが重力の負異常（後述）としてあらわれ
ていると考えられる．この天守地域と三ツ峠地域を結ぶし
もべ期－身延期の海底の堆積地を天守－三ッ峠チャネルと
呼ぶ．
身延累層中部の丸滝礫岩は天守地域中部で特に粗粒で厚

く，このチャネルを充填している代表的な堆積物である（松
田，１９６１；Soh，１９８６；天野・伊藤，１９９０）．この粗粒礫層は
天守山地の南部－南西方では厚い砂岩泥岩互層ないし泥岩
層の万沢累層（松田，１９６１；秋元・他，１９９０）となる．
この海域のさらに南東方には丹沢地域南縁から駿河湾へ

延びる足柄トラフがあった．そのトラフでの伊豆弧の沈み
込みにともなって丹沢層群の一部が深所へ引きこまれ結晶
片岩化した．その後石英閃緑岩の迸入（７Maごろ）によ
って丹沢地域は隆起に転じたと思われる．
しもべ期の堆積物は現在御坂山地ではその東端部（足和

田－三ッ峠地域）に露出しているが，身延期の確かな堆積
物は西桂地域では古屋砂岩以外には知られていない．古屋
砂岩の基底には丹沢層群（都留層群）を被って顕著な不整
合（福田・篠木，１９５２；真野・他，１９７７）がある．古屋砂岩
自体に砂鉄層や海緑石砂岩もある．これらのことから身延
期には西桂地域は相対的な隆起傾向にあり浸食ないし地層
がほとんど堆積しない地域であったと思われる．しかし，
さらにその東方では深い海が入り込んで島田泥岩や寺家泥
岩が堆積していた．
西桂地域の丹沢層群が不整合で古屋砂岩に被われている

ことは，しもべ期から身延期にかけての時期（９Maごろ）
に丹沢地域の岩石がすでにこの地域にあった事を意味して
いる．このことは，丹沢地塊が関東山地や御坂山地に５Ma
ごろに衝突・付加したとする考え（天野，１９８６；青池，１９９９）
とは調和しない（松田，１９８９）．
３‐４ 富士川時代後期（曙期または浜石岳期，鮮新世）
富士川時代後期は富士川谷の曙累層（松田，１９５８）ある

いは浜石岳累層（杉山・下川，１９９０；柴，１９９１）の堆積時代
（５．５－２．０Ma）である．
曙累層は，模式地（中富地域）では下位から安山岩質の

烏森山火砕岩，貝化石を産する静川砂岩，粗粒の曙礫岩か
らなる．この累層の有孔虫化石帯はN．１５（尾田・他，１９８７）
あるいはN．１９（Ujiie and Muraki，１９７６）からN．２１（狩野・
他，１９８５，尾田・他，１９８７）におよぶ．ここでは本累層はN．１８
－N．２１に相当しほぼ全層が鮮新世層であると考える．な
お，尾田・他（１９８７）は曙累層の下限を後期中新世の初め
頃としているが，下位層との関係を考慮するとより新しい
と考えられる．
この曙累層は富士川谷北部まで分布し比較的浅海の貝化

石のほか外洋性の浮遊性有孔虫などを含むので，当時，富
士川谷は最奥部まで海流が駿河湾から入り込む外湾であっ
た．したがって，富士川谷の東側に立つ南北に長い天守山
地は富士川谷北部（現在の駿河湾沿岸から北方約４０km）
を内湾化するほどにはまだ陸地にはなっていなかった．
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図６ 富士川時代前期（しもべ期＋身延期，中新
世後期）の地層（黒色部）と海陸境界線（点の
帯：海域はほぼ御坂山地より南）．

図７ 富士川時代後期（浜石岳期，鮮新世）の地
層（黒色部）と海陸境界線（点の帯：海域はほ
ぼ御坂山地東端－富士川谷北端より南）．
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図８ 南部フォッサマグナ地域のブーゲー重力異常図（駒沢・
他，１９９７；密度：２．３�／cm３）．地質の凡例は図３参照．

図９ 富士山を通る地形断面とブーゲー異常分布断面．断面線
の位置は図８の a－b－c． F：富士川層群の堆積物（推定）

浜石岳層群（累層）は礫岩・火山岩を主とする地層であ
るが，浜石岳山地を構成するほか，その西方の清見寺層群
（貫ヶ岳礫岩・高瀬互層・中河内累層）や川合野礫岩など
をも含めて用いられることが多い．これら諸層の層序関係
や時代についてはいくつかの異なる見解があるが（大
塚，１９４４；松田，１９６１；駿河湾団体研究グループ，１９８１；
柴・駿河湾団体研究グループ，１９８６；Ibaraki，１９８９；柴，
１９９１；金栗・天野，１９９５；Amano，１９９１），その微化石年代
はN．１７を示す場合があるが大部分N．１８－N．２１の範囲
（５．５－２Ma）にあるので，これらの地層は上記の曙期の
堆積物であると考える．

図７に浜石岳期（曙期）の古地理図を示
す．この時期の礫質堆積物は図に見るように
富士川谷の北部（曙礫岩）から南部（浜石岳
礫岩－川合野礫岩など）まで分布している．
いずれの礫岩にもかなりの量の花崗岩礫と火
山岩礫が含まれている．曙礫岩はその礫種や
古流向（松田，１９６１；高木・岡田，１９８７）から
北－西方（赤石山地・巨摩山地）から運び込
まれたものと推定されている．
富士川谷南部の礫岩（最も西に分布してい

る赤石山地に近い川合野礫岩も含めて）にも
同様に多くの花崗岩礫と火山岩礫が含まれて
いる（松田，１９６１；柴，１９９１；金栗・天野，
１９９５）．これらの礫は西方（赤石山地南部）か
ら由来したとは考えにくいので，北東方（御
坂山地や丹沢山地方面）から運ばれてきたも
のと考えられる．当時，西桂方面から富士山
の基盤地域を斜断して大量の礫を富士川谷に
運び込んだチャネル（浜石岳－桂川チャネル）
が存在していた．

西桂地域では西桂層群の桂川礫岩や落合礫岩が，浜石岳
期の堆積物にほぼ相当する．桂川礫岩層の礫は主に関東山
地起源のものであり（Ishida１９７０；本間，１９７６），古流向（Ito
and Masuda，１９８６）は南西－南南西方向である．落合礫岩
には丹沢層群の礫もはいっていて，丹沢地域の少なくとも
一部は陸地になっていたと思われる．青池（１９９９）は西桂
層群の堆積物を桂川断層－藤野木・愛川構造線にそって存
在したトラフ（桂川トラフ）の充填堆積物と考え，そのト
ラフでのプレートの沈み込みを考えている．
この浜石岳－桂川トラフの南東側には丹沢山地の西方延

長部があって，それが少なくとも富士山の山頂直下からそ
の南南西１０m余りの大淵試錐地点を経て駿河湾北岸近く
まで達していた．その南－東方には，伊豆地塊との間に足
柄トラフがあった．そこでは伊豆弧北端部の沈み込みが続
いていて，伊豆半島地域が北上しつつあった．
富士川谷では現在南北方向の褶曲や逆断層が多数発達し

ているが，その構造に浜石岳期の地層も参加して東へ向い
た覆瓦構造が形成されている．この地域は浜石岳期の末に
陸化したがそのころから第四紀の強い圧縮テクトニクスの
場となった．
富士川谷では曙礫岩がつくる南北性の曙向斜や川合野礫

岩がつくる和田島向斜ではその軸部で地層が厚く堆積して
いるので，この時期にはすでに富士川谷で南北性の構造形
成が始まっていた（松田，１９８４a）．
富士川谷ではこのような南北性褶曲の曙期の礫岩が西八

代層群と富士川層群下部とがつくる東西方向の構造を傾斜
不整合（手打沢の不整合）で被っている．大塚（１９５２，１９５５）
は上記の２方向の褶曲をそれぞれ中新世の「大井川褶曲」
と鮮新世以降の「瑞穂－フォッサマグナ褶曲」と呼んだ．
しかし，丹沢山地など南部フォッサマグナ地域の東部では
鮮新世以降でも東西方向の構造が作られているので，両方
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向の褶曲形成は南部フォッサマグナ地域全域に関していえ
ば時間的な前後関係ではなく伊豆地塊の本州への突入によ
る環伊豆地塊の湾曲構造形成の地域的な差異であると見る
ことができる（松田，１９８４b）．
３‐５ 第四紀前期（足柄期：更新世前期）
浜石岳期のあと，第四紀には富士山の基盤地域の周辺は

陸地となり，海成層を含む更新世前期の地層はわずかに富
士山の南西麓の蒲原礫岩（津屋，１９４０；Yamazaki，１９９２）と
丹沢山地南側の足柄層群があるだけである（別所礫岩も蒲
原礫岩に含める）．蒲原礫岩も足柄層群最上部も河口性の
堆積相を示しているので，その北側に広がる富士山の基盤
地域は丹沢地域を含めてほぼ全域陸地になっていた．蒲原
礫岩と足柄層群はその南側の海の縁辺部の堆積物であり両
者は愛鷹山の地下で連続していると考えられる（図１０参
照）．
蒲原礫岩は概して現在の富士川系の礫からなるが，柴・

他（１９９１）によるとその分布の北東端近くの，羽鮒丘陵北
部（天守山脈南東麓）に堆積した蒲原礫岩は，多くの火山
岩・凝灰岩礫からなり（７５％程度以上），深成岩・半深成
岩の礫や角閃岩相や緑色片相の結晶片岩の礫（いずれも
１０％程度，長径２０－３０cmの礫もある）も含まれている．
このことなどから，柴・他（１９９１）は富士火山の南西斜面
に隠れている「古丹沢山地」を想定し，富士山の基盤地域
の推定地下地質を図示している．

４． 富士山の基盤を推定する
４‐１ 富士山の基盤地域
丹沢山地の丹沢層群と石英閃緑岩体はその露出の西端部

（山中湖付近）で山地地形を維持したまま富士の噴出物に
被われているので，その続きが富士山の基盤地域の南部に
も分布していると思われる．このほか，丹沢山地南縁の足
柄層群や足柄層群とほぼ同時代の礫岩（富士宮西方の丘陵
地の蒲原礫岩，別所礫岩など）も富士火山などの堆積物に
被われている．
４‐２ 大淵村での試錐資料
富士山の基盤の地質を知る情報として，富士山南麓斜面，

大淵村，海抜約７００mの地表から下ろされた深さ約１０００
mの試錐資料がある．津屋（１９４０）によると，試錐地点
の地表から深さ６２０m以下（すなわち海抜約８０m以深）
の部分に，愛鷹山噴出物の下に厚さ約１０mの風化土を伴
った，御坂層に類似した変朽安山岩の厚層がある．津屋は
このことから，富士・愛鷹などの火山は「いずれも最初か
ら陸上火山として発育したものであって，駿河湾は少なく
とも洪積期の前半の中程には現在よりも著しく北方へ入り
込んでいなかったと考えられる」（p．４４４）としている．
４‐３ 重力異常の分布
富士山とその周辺の重力分布図（Satomura，１９８９；駒沢・

他，１９９７；山本・志知編，２００４など）によると，富士川河
口付近から富士山の西側地域に２つの顕著な負のブーゲー
異常帯が認められる（図８）．一つはほぼ富士川に沿って
北上し甲府盆地に至るいわば富士川谷負異常帯であり位置

的に富士川沿いの中新世－鮮新世の厚い地層の分布に対応
している．他の一つは富士宮市付近をへて富士の裾野の北
西部を通り三ッ峠－西桂地域に向かって伸びているいわば
富士北西麓負異常帯である．この負異常帯はさらに桂川の
谷沿いにのび丹沢山地の北縁付近を限っている．これらの
負異常帯は地形的に低い地帯であり地質的にも比較的若い
新第三紀層（主に富士川層群）の分布地帯である．
丹沢山地と箱根火山との間にも，重力の小さな地帯が見

られる．それはほぼ足柄層群の堆積帯に対応している．こ
の負の異常帯は南西では愛鷹山・駿河湾沿岸東部（沼津西
方）をへて駿河トラフへ，東方では足柄平野をへて相模ト
ラフへ伸びる．
図９は本栖湖付近から富士の山頂を経て丹沢山地に至る

測線にそう地形と重力異常の断面図を重ねたものである．
負異常帯は本栖湖の東南約５km付近のすそ野で負の最大
を示している．それより東南側では富士山頂を経て東方の
丹沢山地南部に向かって負異常を回復している．
この富士北西麓負異常帯は図６，図７に示されているよ

うに富士川層群の厚い堆積地帯に相当している。そしてそ
れはその堆積帯の厚さが富士山頂（南東方向）に向かって
減じていることを示唆している．図７ではその堆積物の分
布南限を富士山頂の北西２－３km付近直下とした．それ

図１０ 富士山の基盤地域の推定地質区分図．
ob：大淵試錐地点 F：累層 G：層群
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以東の富士山頂と富士の東斜面の地下では丹沢層群が直接
新期火山噴出物に被われているとみなせる．
４‐４ 富士周辺での断層とその延長部
富士周辺地域で知られている断層で，その延長部が富士

の噴出物のために隠されている断層（帯）には次の�－�
がある．�御坂山地東南縁断層帯（御坂断層と桂川断層），
�富士川河口断層帯（富士川河口付近－天守山地南東縁に
分布する野下衝上断層，芝川断層，安居山断層，入山瀬断
層），�神縄・国府津－松田断層帯（丹沢山地南縁）．
�の御坂断層と桂川断層はいずれも河口湖付近で富士の

すそ野の下に没している．御坂断層（真野ほか，１９７７）は
西八代層群と富士川層群しもべ累層相当層（白滝火山角礫
岩層や三ッ峠礫岩）の境界をなしている．桂川断層は後者
と西桂層群（桂川礫岩）の境界の断層である．青池（１９９９）は
これらの断層を丹沢地域を載せた伊豆弧北端部の沈み込み
境界断層とみなしている．なお，Niitsuma and Akiba（１９８５），
天野（１９８６）は丹沢山地の本州への５Ma頃の衝突を想定
しているが，その衝突をもたらした御坂山地と丹沢山地間
の沈み込み断層についてはその位置や性質を述べていな
い．
�の富士川河口断層帯は天守山地南部－蒲原丘陵東縁付

近の互いに雁行配置した断層からなる活断層帯である
（Yamazaki，１９９２）．とくに富士川河口付近を通る入山瀬断
層は南方で駿河トラフ底のプレート境界断層に続く位置に
ある．野下衝上（松田，１９６１）は富士川層群の中下部と上
部を境しており，芝川断層は富士川層群上部の分布の東縁
となっている．安居山断層は古富士の泥流堆積物などを切
断している．いずれの断層もその東側地盤（富士山側）を
低下させているがその北東端は富士の噴出物に被われて見
えなくなる．
�の神縄断層は丹沢層群が南側の足柄層群の上にのし上

げているほぼ東西方向の逆断層である．その西端部で第四
紀層に被われて所在が不確かであるが，杉村（１９７２），中
村・島崎（１９８１），Imanaga（１９９９）はそれを駿河湾沿岸東
部あるいは西部を経て駿河トラフのプレート境界断層に続
けている．
上記の断層帯の相互の関係は次のように考えられる．
断層帯�と断層帯�：断層帯�の御坂断層は西桂地域で

は西八代層群と富士川層群しもべ累層を境しているが，そ
の西南延長の天守山地では両層群は整合ないし不整合であ
って断層ではない．また，桂川断層は富士川層群の下部と
上部を境していて，その点で野下衝上に似ているが，野下
衝上は富士川西岸で富士川層群の分布地内で消失する．こ
のように，断層帯�と�が富士のすそ野の下で合していて，
それがかつてのプレートの沈み込み境界断層であると考え
ることはできない．芝川断層・安居山断層・入山瀬断層な
どの活断層についても，それらに相当するような断層は御
坂山地東縁の断層帯�には見いだすことができない．
断層帯�と�：両断層帯は共に第四紀の地層を切断し中

新世の地層と接する活発な活断層帯であり，両断層の走向
を湾曲させて両者を連続させることのできる位置関係にあ

る．したがって，両断層帯を連続させて，伊豆地域の本州
側への沈み込み断層とみなすことができるかもしれない．
しかし，その場合には，この断層帯は前述した富士山南側
の高まり（潜在丹沢山地）を横切ることになるという困難
が伴うので，両断層帯が単純に連続しているとは思えない．
むしろ，両断層帯はその高まりをはさんで齟齬しており，
互いに雁行の位置関係にあると考えられる．
４‐５ 富士山の基盤地域の地質区分
富士山の基盤地質の推定には前述した地質資料のなかで

とくに次の諸点が役立つ．
１．丹沢山地は東西に長い山地地形のままその西部が，富
士の噴出物に被われている．したがって，少なくとも富士
の東北側斜面の地下には，第四紀富士火山群の噴出物の下
に直接丹沢層群と石英閃緑岩類が分布していると考えられ
る．
２．富士のすそ野の北西部，本栖湖－河口湖の南側地域は
中新世中期から鮮新世までの約１０００万年もの間，関東山
地から御坂山地東端－西桂地域をへて天守山地－富士川谷
へ大量の砕屑物を運びそして埋積した海底チャネルが存続
していた．そのチャネル充填堆積帯（富士川層群中・下部
層）の堆積の中心は鮮新世に多少南東へ移動したが，ブー
ゲー負異常の分布からみると，その堆積の最厚部は本栖湖
東南，５km付近にあり堆積帯の南東縁は富士山頂の数キロ
北西まで達していたと思われる．この堆積地帯は南では富
士の西側から富士川河口域を経て駿河湾まで達していた．
３．しかし，富士山の南麓，山頂の南南西約１４kmの富
士山の南麓（大淵試錐地点）では，富士川層群を欠いて愛
鷹火山の噴出物の下，ほぼ現在の海水面の高さ以下に直接
丹沢層群がある．
４．富士火山の南東側斜面には足柄層群が露出する丹沢山
地南縁から御殿場付近・愛鷹火山を経て駿河湾に至る負の
重力異常帯があり，第四紀の足柄トラフ堆積帯の位置を示
唆している．この足柄トラフの堆積帯は，駿河湾北岸（大
淵試錐地点よりも南方）を経て富士川河口域の蒲原礫岩の
堆積帯と合して駿河湾に入るようにみえる．
図１０は，以上の諸資料によって推理した富士山の基盤

地域の地質区分である．

５． まとめ
富士山の基盤地域を囲む御坂山地・天守山地・丹沢山地

の地質と生い立ちを紹介して，噴出物に被覆されている富
士山の基盤地域の地質を推定した．
富士山の基盤地域は大部分，中新世－鮮新世に堆積した

海成の堆積岩・海底噴出の火山岩類（丹沢層群・西八代層
群・富士川層群など）およびそれらに迸入した石英閃緑岩
類からなる（図３，図４）．当時の堆積域は概して海流の影
響下にある深海－半深海であった．鮮新世の末までにはほ
ぼ全域が陸化した．火山岩類は伊豆弧の火山弧（背弧）の
火山活動によるものでありその活動は現在に及んでいる．
富士のすそ野の北西部地下（河口湖－本栖湖の南側）に

は，御坂山地東端部（三ッ峠・西桂地域）から天守山地に
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いたる中新世後期－鮮新世の富士川層群の堆積帯（図６，
図７）があり現在その堆積物が厚く分布していると推定さ
れる．
富士のすそ野の東北部は丹沢山地の西の延長にあり丹沢

層群と石英閃緑岩の地域である．その埋没している山地は
富士山頂付近から急速に南へ低くなり駿河湾沿岸北部（大
淵試錐地点付近）ではその上面はほぼ現海水面付近にある．
富士山下の丹沢山地延長部の南東側には御殿場付近から

愛鷹山南麓にいたる被覆された足柄層群の第四紀堆積帯が
ある．この足柄帯のトラフ堆積物は西方で蒲原礫岩の堆積
帯につながり富士のすそ野の南縁を取り巻いていると思わ
れる．
富士山周辺の山地には御坂山地東南縁断層帯，富士川河

口断層帯，神縄・国府津－松田断層帯があるが，富士山の
噴出物に被われた基盤地域内には地域を横断するような顕
著な断層帯は認めがたい．
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